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(57)【要約】
【課題】機器が設置されてから一定の期間は、通常の期
間よりも異常が発生しやすい。
【解決手段】
　機器管理システム１００は、管理装置３０と、送信装
置２０と、を備える。管理装置３０は、機器１０ａ～１
０ｆを管理する。機器情報は、機器１０ａ～１０ｆに関
する情報である。送信装置２０は、管理装置３０に機器
情報を送信する。管理装置３０または送信装置２０は、
新規設置、あるいは、構成変更、の実施に基づいて、送
信装置２０が管理装置３０に機器情報を送信する条件を
変える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　機器（１０ａ～１０ｆ）に関する情報である機器情報を管理する管理装置（３０）と、
　前記管理装置（３０）に前記機器情報を送信する送信装置（２０）と、
を備え、
　前記管理装置（３０）または前記送信装置（２０）は、新規設置、あるいは、構成変更
、の実施に基づいて、前記送信装置（２０）が前記管理装置（３０）に前記機器情報を送
信する条件を変える、
機器管理システム（１００）。
【請求項２】
　前記新規設置は、前記機器（１０ａ～１０ｆ）または前記送信装置（２０）の新規設置
であって、
　前記構成変更は、前記機器（１０ａ～１０ｆ）または前記送信装置（２０）の追加、更
新、撤去、のいずれか、あるいは、前記機器（１０ａ～１０ｆ）に含まれる部品（１２Ａ
ａ～１２Ｃａ，１２Ａｂ～１２Ｃｂ，１２Ａｃ～１２Ｃｃ）の交換である、
請求項１に記載の機器管理システム（１００）。
【請求項３】
　前記機器情報は、前記機器（１０ａ～１０ｆ）の識別情報と前記機器（１０ａ～１０ｆ
）の運転データとを含み、
　前記送信装置（２０）は、前記機器（１０ａ～１０ｆ）から前記機器情報を収集する、
請求項１または２に記載の機器管理システム（１００）。
【請求項４】
　前記運転データは、少なくとも、前記部品（１２Ａａ～１２Ｃａ，１２Ａｂ～１２Ｃｂ
，１２Ａｃ～１２Ｃｃ）の積算運転時間に関する情報を含み、
　前記管理装置（３０）または前記送信装置（２０）は、前記部品（１２Ａａ～１２Ｃａ
，１２Ａｂ～１２Ｃｂ，１２Ａｃ～１２Ｃｃ）の前記積算運転時間に関する情報がリセッ
トされた場合、前記構成変更が実施されたと判断する、
請求項３に記載の機器管理システム（１００）。
【請求項５】
　前記管理装置（３０）または前記送信装置（２０）は、前記機器（１０ａ～１０ｆ）の
管理点情報が変更された場合、前記構成変更が実施されたと判断する、
請求項１から４のいずれかに記載の機器管理システム（１００）。
【請求項６】
　前記機器（１０ａ～１０ｆ）の前記管理点情報は、前記機器情報に基づいて設定される
、
請求項５に記載の機器管理システム（１００）。
【請求項７】
　前記管理装置（３０）または前記送信装置（２０）は、前記新規設置または前記構成変
更の実施に基づいて、少なくとも、前記機器（１０ａ～１０ｆ）ごと、前記送信装置（２
０）ごと、前記機器（１０ａ～１０ｆ）を含む冷媒系統ごと、あるいは、前記部品（１２
Ａａ～１２Ｃａ，１２Ａｂ～１２Ｃｂ，１２Ａｃ～１２Ｃｃ）ごとに、前記機器情報を送
信する前記条件を変える、
請求項２から６のいずれかに記載の機器管理システム（１００）。
【請求項８】
　前記管理装置（３０）または前記送信装置（２０）は、少なくとも、前記条件として、
前記機器情報に含まれる情報の項目、あるいは、前記送信装置（２０）が前記管理装置（
３０）に前記機器情報を送信する頻度、を変える、
請求項１から７のいずれかに記載の機器管理システム（１００）。
【請求項９】
　前記管理装置（３０）または前記送信装置（２０）は、前記条件として、前記送信装置
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（２０）が前記管理装置（３０）に前記機器情報を送信するための送信経路を変える、
請求項１から８のいずれかに記載の機器管理システム（１００）。
【請求項１０】
　前記管理装置（３０）または前記送信装置（２０）は、前記機器情報に基づいて、前記
機器（１０ａ～１０ｆ）の異常を監視する、
請求項１から９のいずれかに記載の機器管理システム（１００）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　機器管理システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１（特開２０１２－１９３８８５号公報）のように、機器の計測値データに基
づいて、機器の動作等を診断する装置がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　機器が設置されてから一定の期間は、通常の期間よりも異常が発生しやすい。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　第１観点の機器管理システムは、管理装置と、送信装置と、を備える。管理装置は、機
器情報を管理する。機器情報は、機器に関する情報である。送信装置は、管理装置に機器
情報を送信する。管理装置または送信装置は、新規設置、あるいは、構成変更、の実施に
基づいて、送信装置が管理装置に機器情報を送信する条件を変える。
【０００５】
　これによって、効率的に機器の管理を行う事ができる。
【０００６】
　第２観点の機器管理システムは、第１観点のシステムであって、新規設置は、機器また
は送信装置の新規設置である。構成変更は、機器または送信装置の追加、更新、撤去、の
いずれかである。あるいは、構成変更は、機器に含まれる部品の交換である。
【０００７】
　第３観点の機器管理システムは、第１観点又は第２観点のシステムであって、機器情報
は、機器の識別情報と機器の運転データとを含む。送信装置は、機器から機器情報を収集
する。
【０００８】
　第４観点の機器管理システムは、第３観点のシステムであって、運転データは、少なく
とも、部品の積算運転時間に関する情報を含む。管理装置または送信装置は、部品の積算
運転時間に関する情報がリセットされた場合、構成変更が実施されたと判断する。
【０００９】
　第５観点の機器管理システムは、第１観点から第４観点のいずれかのシステムであって
、管理装置または送信装置は、機器の管理点情報が変更された場合、構成変更が実施され
たと判断する。
【００１０】
　第６観点の機器管理システムは、第５観点のシステムであって、機器の管理点情報は、
機器情報に基づいて設定される。
【００１１】
　第７観点の機器管理システムは、第２観点から第６観点のいずれかのシステムであって
、管理装置または送信装置は、新規設置または構成変更の実施に基づいて、機器情報を送
信する条件を変える。条件は、少なくとも、機器ごと、送信装置ごと、機器を含む冷媒系
統ごと、あるいは、部品ごと、に変える。
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【００１２】
　第８観点の機器管理システムは、第１観点から第７観点のいずれかのシステムであって
、管理装置または送信装置は、少なくとも、条件として、機器情報に含まれる情報の項目
、あるいは、送信装置が管理装置に機器情報を送信する頻度、を変える。
【００１３】
　第９観点の機器管理システムは、第１観点から第８観点のいずれかのシステムであって
、管理装置または送信装置は、条件として、送信装置が管理装置に機器情報を送信するた
めの送信経路を変える。
【００１４】
　第１０観点の機器管理システムは、第１観点から第９観点のいずれかのシステムであっ
て、管理装置または送信装置は、機器情報に基づいて、機器の異常を監視する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】機器管理システムの構成を示す模式図である。
【図２】空気調和機の構成を示す模式図である。
【図３】機器管理システムの詳細な構成を示す模式図である。
【図４】送信条件の一例である。
【図５】第１期間における処理の流れを示す模式図である。
【図６】第２期間における処理の流れを示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本開示に係る機器管理システム１００について説明する。なお、以下の実施形態
は、具体例であって、技術的範囲を限定するものではなく、趣旨を逸脱しない範囲で適宜
変更可能である。
【００１７】
　（１）全体構成
　図１は、本開示の一実施形態に係る機器管理システム１００の構成を示す模式図である
。なお、以下の説明において、同様の機能を有する複数の装置について共通の説明をする
場合は同一符号を付して説明する。同様の機能を有する複数の装置から、一の装置を区別
して説明するときには英小文字の添え字を付して説明する。例えば、送信装置２０ａ，２
０ｂはそれぞれ同様の機能を有する装置であるので、説明が共通する場合は送信装置２０
と表記する。説明の便宜上、添え字ａ，ｂ等を用いるが、これらは任意の数を表しており
、数量がこれに限定されるものではない。
【００１８】
　機器管理システム１００は、管理装置３０において、多数の機器と多数の送信装置２０
を管理するシステムである。ここでは、管理装置３０は、中央管理センタ３に設置される
。中央管理センタ３の管轄エリア内には、多数の施設２（２ａ～２ｃ）が存在する。施設
２は、例えばオフィスビル、商業ビル、及びコンドミニアムである。そして、各施設２に
は、管理対象の機器の例として、一又は複数の空気調和機１０（１０ａ～１０ｆ）が設置
される。各施設２に空気調和機１０が設置されると、管理装置３０において各空気調和機
１０の管理点情報が登録される。各空気調和機１０には、複数の送信装置２０（２０ａ，
２０ｂ）のうちのいずれかが接続される。機器管理システム１００においては、各送信装
置２０及び管理装置３０が各機器情報を通信することで、空気調和機１０および送信装置
２０の管理が行われる。具体的に、管理装置３０は、空気調和機１０および送信装置２０
の各機器情報に含まれる運転データを取得することで、空気調和機１０および送信装置２
０の異常の有無について判断を行う。機器管理システム１００は、空気調和機１０および
送信装置２０が新規設置された場合、または、構成変更された場合において、詳細な機器
情報を取得することで、異常を早期に発見することが可能である。
【００１９】
　管理装置３０は、通信ネットワークＮＷ１を介して複数の保守端末４０（４０ａ，４０
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ｂ）に接続される。そして、管理装置３０は、各空気調和機１０に関して異常発報がなさ
れた場合、保守端末４０の操作者等に異常発報がなされた旨を通知する。
【００２０】
　通信ネットワークＮＷ１は、複数の物件にまたがるＷＡＮ（Wide Area Network）を含
む。例えば通信ネットワークＮＷ１は、インターネットを含む。
【００２１】
　（２）詳細構成
　（２－１）機器
　以下、本実施形態に係る機器管理システム１００の管理対象である機器として、対象空
間の冷房や暖房等の空調運転を行う「空気調和機」を例として説明する。ただし、本実施
形態に係る機器管理システム１００の管理対象は空気調和機に限られるものではなく、以
下の特徴を有する任意の機器を採用することができる。例えば、「機器」として換気装置
、調湿装置、エアハンドリングユニット、チラーユニット、及び／又はその他の冷凍装置
等を採用してもよい。
【００２２】
　図２は、本実施形態に係る空気調和機１０の構成を示す模式図である。空気調和機１０
は、施設２の屋上等に設置される室外機１１と、施設２の室内に設置される多数の室内機
１２（１２ａ～１２ｃ）と、を有する。図２に示す室外機１１および室内機１２は、冷媒
回路を介して接続され、１つの冷媒系統を構成している。室外機１１および室内機１２は
、専用通信線を介して接続される。室外機１１は、複数の部品１１Ａ～１１Ｃを有する。
部品１１Ａ～１１Ｃは、例えば、圧縮機、室外熱交換器、室外ファン等である。室内機１
２は、それぞれ複数の部品１２Ａ～１２Ｃ（１２Ａａ～１２Ｃａ，１２Ａｂ～１２Ｃｂ，
１２Ａｃ～１２Ｃｃ）を有する。部品１２Ａ～１２Ｃは、例えば、室内熱交換器、室外フ
ァン、膨張弁等である。
【００２３】
　空気調和機１０は、中央管理センタ３の管轄エリア内に設置される（新規設置される）
と、中央管理センタ３の管理装置３０において空気調和機１０の管理点情報が記憶（登録
）される。空気調和機１０の管理点情報は、空気調和機１０および部品１１Ａ～１１Ｃ，
１２Ａ～１２Ｃそれぞれの識別情報、機種名、機種コード、アドレス、系統情報、空気調
和機１０に対応する送信装置２０の情報、空気調和機１０および送信装置２０に対応する
保守端末４０の情報、等を含む。なお、識別情報は、例えば、名称、機番、ＭＡＣアドレ
ス、等であって、管理者等によってあらかじめ設定されたものであってもよいし、管理装
置３０において管理点情報が記憶されることで設定されるものであってもよい。空気調和
機１０は、必要に応じて構成変更が行われる。構成変更は、例えば、空気調和機１０、室
外機１１、または室内機１２のうちのいずれかの追加、更新、撤去、あるいは、空気調和
機１０に含まれる部品１１Ａ～１１Ｃ，１２Ａ～１２Ｃの交換である。空気調和機１０の
構成変更が行われると、管理装置３０において記憶された。空気調和機１０の管理点情報
が更新される。
【００２４】
　室外機１１は、収集部１１Ｘと、記憶部１１Ｙと、接続部１１Ｚと、を有している。
【００２５】
　収集部１１Ｘは、空気調和機１０の運転データを収集する。空気調和機１０の運転デー
タは、空気調和機１０の所定箇所に設けられた複数のセンサが取得した情報を含む。収集
部１１Ｘが収集した空気調和機１０の運転データは、一時的に記憶部１１Ｙに記憶される
。空気調和機１０の運転データには、複数の項目の情報が含まれている。例えば、空気調
和機１０の運転データは、積算運転時間、室内設定温度、室内温度、圧縮機の吐出管温度
、熱交換器温度、室外温度、圧縮機の吐出側の冷媒圧力、圧縮機の吸入側の冷媒圧力、電
磁弁や四路切換弁の状態、圧縮機のインバータ周波数、圧縮機の電流値、伝送異常の有無
、等の項目の情報を含む。積算運転時間は、例えば、各部品１１Ａ～１１Ｃ，１２Ａ～１
２Ｃの種類毎に取得される情報である。具体的に部品１１Ａとしての圧縮機１１Ａの積算
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運転時間は、空気調和機１０の運転時間に応じて増加する。圧縮機１１Ａが交換等によっ
て新しい圧縮機に取り替えられた場合、積算運転時間はリセットされ（０になり）、新し
い圧縮機の積算運転時間の取得を開始する。なお、積算運転時間は、センサによって取得
されず、空気調和機１０の記憶部１１Ｙに記憶されたデータから取得されてもよいし、管
理装置３０において記憶されたデータから取得されてもよい。
【００２６】
　記憶部１１Ｙは、各種情報を記憶するものであり、不揮発性メモリ及び揮発性メモリ等
により構成される。記憶部１１Ｙは、空気調和機１０の各種機能を実行するためのプログ
ラム等を記憶する。
【００２７】
　接続部１１Ｚは、送信装置２０の接続部２４に接続することで、各種情報を通信する。
本実施形態において、収集部１１Ｘ、記憶部１１Ｙ、及び、接続部１１Ｚは、室外機１１
に設けられているが、これらは、室内機１２に設けられていてもよいし、複数設けられて
いてもよい。
【００２８】
　（２－２）送信装置２０
　空気調和機１０の各種情報は、図３に示す送信装置２０を介して、管理装置３０に送信
される。送信装置２０は、空気調和機１０の接続部１１Ｚに接続することで、対応する１
台または複数の空気調和機１０から情報を収集する。
【００２９】
　送信装置２０は、空気調和機１０に対応して中央管理センタ３の管轄エリア内に設置さ
れる（新規設置される）と、中央管理センタ３の管理装置３０において送信装置２０の管
理点情報が記憶（登録）される。送信装置２０の管理点情報は、送信装置２０の識別情報
、機種名、機種コード、アドレス、対応する空気調和機１０の情報、等を含む。なお、識
別情報は、例えば、名称、機番、ＭＡＣアドレス、ＩＰアドレス等であって、管理者等に
よってあらかじめ設定されたものであってもよいし、管理装置３０において管理点情報が
記憶されることで設定されるものであってもよい。送信装置２０は、必要に応じて構成変
更が行われる。構成変更は、例えば、送信装置２０の追加、更新、撤去、である。送信装
置２０の構成変更が行われると、管理装置３０において記憶された送信装置２０の管理点
情報が更新される。
【００３０】
　各送信装置２０は、図３に示すように、記憶部２１と、通信部２２と、処理部２３と、
接続部２４と、を有する。
【００３１】
　記憶部２１は、各種情報を記憶するものであり、不揮発性メモリ及び揮発性メモリ等に
より構成される。記憶部２１は、送信装置２０の各種機能を実行するためのプログラムを
記憶する。記憶部２１は、送信条件記憶部２１Ａを有す。
【００３２】
　送信条件記憶部２１Ａは、管理装置３０へ各機器情報を送信するための送信条件を記憶
する。送信条件は、管理装置３０へ送信する情報の項目と、頻度、等の情報を含む。
【００３３】
　送信条件は、例えば、図４に示すように、第１送信条件Ａ１と、第２送信条件Ａ２と、
第３送信条件Ｂ１と、第４送信条件Ｂ２と、を含む。なお、各送信条件はここで示したも
のに限られず、管理者等により任意に設定可能である。本実施形態の第１送信条件Ａ１お
よび第２送信条件Ａ２は空気調和機１０の各機器情報を送信するための条件であって、第
３送信条件Ｂ１および第４送信条件Ｂ２は、送信装置２０の各機器情報を送信するための
条件である。また、第１送信条件Ａ１および第３送信条は第１期間における各機器情報の
送信条件であって、第２送信条件Ａ２および第４送信条は第２期間における各機器情報の
送信条件である。本実施形態において、第１期間は、空気調和機１０または送信装置２０
の新規設置または構成変更が行われてから２週間の期間である。第２期間は、空気調和機



(7) JP 2020-190877 A 2020.11.26

10

20

30

40

50

１０の新規設置または構成変更が行われてから２週間経過以降の期間である。
【００３４】
　本実施形態の第１送信条件Ａ１は、空気調和機１０の新規設置または構成変更が行われ
てから一定の期間（第１期間）に、対象の空気調和機１０の情報を管理装置３０へ送信す
るための条件である。ここで、第１送信条件Ａ１に基づいて取得された空気調和機１０の
情報を第１機器情報とする。第１送信条件Ａ１は、空気調和機１０の識別情報と、空気調
和機１０の運転データと、を含む。空気調和機１０の運転データには、第１情報から第１
０情報までの１０個の項目の情報が含まれる。また、第１送信条件Ａ１において、第１機
器情報は１０分に１回の頻度で空気調和機１０から収集され、管理装置３０へ送信される
。
【００３５】
　第２送信条件Ａ２は、空気調和機１０の新規設置または構成変更が行われてから一定の
期間経過後（第２期間）に、対象の空気調和機１０の情報を管理装置３０へ送信するため
の条件である。ここで、第２送信条件Ａ２に基づいて取得された情報を第２機器情報とす
る。第２機器情報は、空気調和機１０の識別情報と、空気調和機１０の運転データと、を
含む。空気調和機１０の運転データには、第１情報から第５情報までの５個の項目の情報
が含まれる。また、第２機器情報は、３０分に１回の頻度で空気調和機１０から収集され
、管理装置３０へ送信される。
【００３６】
　第３送信条件Ｂ１は、送信装置２０の新規設置または構成変更が行われてから一定の期
間（第１期間）に、送信装置２０の情報を管理装置３０へ送信するための条件である。こ
こで、第３送信条件Ｂ１に基づいて取得された送信装置２０の情報を第３機器情報とする
。第３機器情報は、送信装置２０の識別情報と、送信装置２０の運転データと、を含む。
送信装置２０の運転データには、第１情報から第３情報までの３つの項目の情報が含まれ
る。また、第１機器情報は、２０分に１回の頻度で送信装置２０から収集され、管理装置
３０へ送信される。
【００３７】
　第４送信条件Ｂ２は、送信装置２０の新規設置または構成変更が行われてから一定の期
間経過後（第２期間）に、送信装置２０の情報を管理装置３０へ送信するための条件であ
る。ここで、第４送信条件Ｂ２に基づいて取得された情報を第４機器情報とする。図　は
、本実施形態の第４送信条件Ｂ２に基づいて取得された第４機器情報の一例である。第４
機器情報は、情報の項目として送信装置２０の識別情報と、送信装置２０の運転データと
、を含む。空気調和機１０の運転データには、第１情報から第２情報までの２つの項目の
情報が含まれる。また、第４機器情報は、６０分に１回の頻度で送信装置２０から収集さ
れ、管理装置３０へ送信される。
【００３８】
　本実施形態において、第１機器情報は、第２機器情報よりも詳細な空気調和機１０の機
器情報である。具体的には、第１機器情報は、第２機器情報よりも情報の項目が多い。第
１機器情報は、第２機器情報よりも収集される頻度が多い（短い時間間隔で取得される）
。また、第３機器情報は、第４機器情報よりも詳細な送信装置２０の機器情報である。第
３機器情報は、第４機器情報よりも情報の項目が多い。第３機器情報は、第４機器情報よ
りも収集される頻度が多い。
【００３９】
　なお、記憶部２１に記憶された送信条件は、管理装置３０や他の装置から適宜更新可能
である。例えば、記憶部２１に記憶された送信条件は、管理装置３０からの指令に基づい
て更新される。
【００４０】
　図３に示す通信部２２は、通信ネットワークＮＷ１を含む外部ネットワークとの通信を
実行する。通信部２２の機能により、送信装置２０と管理装置３０との間で、各種情報の
授受が行なわれる。
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【００４１】
　処理部２３は、各種情報処理を実行する。処理部２３は、収集処理部２３１と、取得処
理部２３２と、送信処理部２３３と、を含む。
【００４２】
　収集処理部２３１は、第１送信条件Ａ１または第２送信条件Ａ２に基づいて、対応する
空気調和機１０から各機器情報を所定の頻度で収集する。なお、収集処理部２３１が収集
した各機器情報は、一時的に記憶部２１に記憶されてもよい。
【００４３】
　取得処理部２３２は、第３送信条件Ｂ１または第４送信条件Ｂ２に基づいて、送信装置
２０から各機器情報を所定の頻度で取得する。なお、取得処理部２３２が収集した各機器
情報は、一時的に記憶部２１に記憶されてもよい。
【００４４】
　送信処理部２３３は、通信部２２を介して、送信装置２０と管理装置３０との間の通信
を制御する。例えば、送信処理部２３３は、収集処理部２３１が空気調和機１０から収集
した各機器情報を各送信条件に基づいて管理装置３０に所定の頻度で送信する。例えば、
送信処理部２３３は、取得処理部２３２が送信装置２０から取得した各機器情報を各送信
条件に基づいて管理装置３０に所定の頻度で送信する。
【００４５】
　接続部２４は、室外機１１の接続部１１Ｚに接続するものである。送信装置２０は、接
続部２４を介することで、空気調和機１０から各機器情報の収集が可能となる。
【００４６】
　（２－３）管理装置
　管理装置３０は、送信装置２０及び保守端末４０のそれぞれに通信ネットワークＮＷ１
を介して接続し、複数の空気調和機１０を管理する。管理装置３０は、送信装置２０と通
信ネットワークＮＷ１を介して通信する。管理装置３０は、機器情報等の管理を行うコン
ピュータであり、例えば、スーパーコンピュータ、ワークステーション、パーソナルコン
ピュータ、タブレットデバイス、又はスマートフォン等である。また例えば、管理装置３
０は、複数のコンピュータやデバイスがネットワークで接続されることで構成されてもよ
い。
【００４７】
　管理装置３０は、図３に示すように、記憶部３１、入力部３２、通信部３３、処理部３
４、及び出力部３５を有する。
【００４８】
　記憶部３１は、各種情報を記憶するものであり、ＲＯＭ、ＲＡＭ、及び／又はハードデ
ィスク等を含む。ここでは、記憶部３１は、管理点情報記憶部３１Ａと、機器情報記憶部
３１Ｂと、送信条件記憶部３１Ｃと、を有する。記憶部３１は、管理装置３０の各種機能
を実行するためのプログラムを記憶する。
【００４９】
　管理点情報記憶部３１Ａは、空気調和機１０または送信装置２０が新規設置されると、
それぞれの管理点情報を個別に記憶する。これによって、管理装置３０において空気調和
機１０または送信装置２０が登録される。このとき、管理点情報は、管理者等によって手
動で登録されてもよいし、空気調和機１０または送信装置２０から取得した情報に基づい
て登録されてもよい。具体的には、管理者等が入力部３２を介してそれぞれの管理点情報
を入力することによって登録する。あるいは、空気調和機１０または送信装置２０が管理
装置３０に対し自身の管理点情報を送信し、管理装置３０が受信した管理点情報に基づい
て登録をする。
【００５０】
　管理点情報記憶部３１Ａに記憶された管理点情報は、空気調和機１０または送信装置２
０の構成変更があった場合、更新される。管理点情報の更新は、管理者等によって手動で
行われてもよいし、それぞれの機器情報に基づいて自動で更新されてもよい。具体的には
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、管理者等が入力部３２を介して更新するための情報を入力する。あるいは、管理装置３
０は、空気調和機１０または送信装置２０から取得した機器情報に基づいて、構成変更処
理部３４２が管理点情報を更新する。
【００５１】
　機器情報記憶部３１Ｂは、各空気調和機１０または各送信装置２０から取得した複数の
機器情報を個別に記憶する。
【００５２】
　送信条件記憶部３１Ｃは、各空気調和機１０または各送信装置２０に関する各送信条件
を個別に記憶する。送信条件記憶部３１Ｃに記憶される情報は、各送信装置２０の記憶部
２１に記憶される送信条件の情報を包含するものである。なお、本実施形態において、第
１期間の空気調和機１０に対応する送信条件として第１送信条件Ａ１が記憶され、第２期
間の空気調和機１０に対応する送信条件として第２送信条件Ａ２が記憶される。また、第
１期間の送信装置２０に対応する送信条件として第３送信条件Ｂ１が記憶され、第２期間
の送信装置２０に対応する送信条件として第４送信条件Ｂ２が記憶される。送信条件記憶
部３１Ｃに記憶される情報を適宜書き換えることで、各送信装置２０の対応する送信条件
を変更することが可能である。例えば、送信条件記憶部３１Ｃにおいて空気調和機１０の
送信条件として記憶されている第１送信条件Ａ１が、第２送信条件Ａ２に書き換えられた
場合、管理装置３０は通信部３３を介して空気調和機１０に対応する送信装置２０の送信
条件を書き換える要求を送る。送信装置２０は、記憶部２１に記憶された空気調和機１０
の送信条件を第１送信条件Ａ１から第２送信条件Ａ２へ書き換える。
【００５３】
　なお、記憶部３１は上述した各種記憶部以外にも任意の情報を記憶することができる。
【００５４】
　入力部３２は、管理装置３０への情報の入力を行うためのインタフェースである。例え
ば入力部３２は、キーボード、マウス、及び／又はタッチスクリーン等により実現される
。例えば、入力部３２は、各種受付画面への情報の入力を可能にする。
【００５５】
　通信部３３は、送信装置２０および保守端末４０と通信するためのインタフェースであ
る。具体的に、通信部３３は、送信装置２０から各機器情報を受信する。通信部３３で受
信した各機器情報およびその他の情報は記憶部３１に記憶される。
【００５６】
　処理部３４は、管理装置３０における各種情報処理を実行するものであり、ＣＰＵ及び
キャッシュメモリ等で構成される。ここで、処理部３４は、演算部３４１、構成変更処理
部３４２、送信条件処理部３４３、異常処理部３４４、としての機能を有する。
【００５７】
　演算部３４１は、通信部３３により受信された情報に基づく情報処理に関しての演算を
行う。
【００５８】
　構成変更処理部３４２は、機器情報記憶部３１Ｂに記憶された各機器情報に基づいて、
空気調和機１０の構成変更が行われたか否かの判断を行う。本実施形態において、構成変
更処理部３４２は、各機器情報に含まれる空気調和機１０の識別情報が、管理点情報記憶
部３１Ａに記憶されている識別情報と異なる場合、構成変更が行われたと判断する。ある
いは、構成変更処理部３４２は、各機器情報に含まれる空気調和機１０の各部品１１Ａ～
１１Ｃ，１２Ａ～１２Ｃの積算運転時間の項目がリセットされている場合、構成変更が行
われたと判断する。構成変更処理部３４２は、構成変更が行われたと判断すると、管理点
情報記憶部３１Ａに記憶された空気調和機１０の管理点情報を更新する処理を行う。
【００５９】
　送信条件処理部３４３は、送信条件記憶部３１Ｄに記憶された送信条件を変更する。送
信条件処理部３４３は、第１送信条件Ａ１が設定されてから一定期間が経過した場合、あ
るいは、管理点情報記憶部３１Ａに記憶された管理点情報が変更された場合に、送信条件
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を変更する。なお、送信条件の変更は、管理者等によって手動で変更されてもよい。
【００６０】
　異常処理部３４４は、空気調和機１０から受信する各機器情報に基づいて、対応する空
気調和機１０の異常を判断する処理を行う。なお、「異常」は、機器情報に含まれる運転
データが基準値の範囲にない場合である。異常処理部３４４は、空気調和機１０に異常が
あると判断した場合、空気調和機１０に関する異常の有無等を管理者や監視者に通知する
ための情報（異常情報）を作成する処理を実行する。異常処理部３４４は、作成した異常
情報を出力部３５から出力させる。
【００６１】
　出力部３５は、各種情報を出力するものであり、種々のディスプレイ及びスピーカ等に
より構成される。例えば、出力部３５は、各種情報の入力を受け付けるための入力画面等
を出力する。例えば、出力部３５は、異常処理部３４４によって作成された異常情報を出
力する。なお、出力部３５により出力される各種情報は通信ネットワークＮＷ１を介して
保守端末４０に出力することも可能である。
【００６２】
　（２－４）保守端末
　保守端末４０は、空気調和機１０の保守作業者が操作する端末である。保守端末５０は
、異常情報を管理装置３０から受け取る。これにより、保守作業者が、異常が検出された
空気調和機１０または送信装置２０の診断及び故障対応等を行なうことが可能となる。
【００６３】
　（３）機器管理システム１００における機器管理処理
　図５は、本実施形態に係る機器管理システム１００における処理の流れを説明するため
の模式図である。なお、図５では、１台の管理装置３０と、１台の空気調和機１０と、１
台の送信装置２０と、１台の保守端末４０と、の関係における処理の流れが示されている
が、管理装置３０と、各空気調和機１０、各送信装置２０、及び、各保守端末４０、の間
においては、図５のような処理が個別に行われる。
【００６４】
　（３－１）第１期間における処理
　まず、第１期間おける機器管理システム１００の処理の流れを説明する。
【００６５】
　ステップＳ１１において、中央管理センタ３の管轄エリア内に空気調和機１０および送
信装置２０が設置される。管理装置３０は、空気調和機１０および送信装置２０の管理点
情報を記憶部３１にそれぞれ記憶する。これによって、機器管理システム１００において
機器（空気調和機１０）の管理が開始される。
【００６６】
　ステップＳ１２において、管理装置３０の記憶部３１、及び、送信装置２０の記憶部２
１には、第１送信条件Ａ１及び第３送信条件Ｂ１が記憶される。これによって、第１期間
が開始される。本実施形態において第１期間は２週間である。
【００６７】
　ステップＳ１３において、管理装置３０は、第１送信条件Ａ１及び第３送信条件Ｂ１に
基づいて第１機器情報と、第３機器情報とを取得する。具体的には、送信装置２０の収集
処理部２３１は、第１送信条件Ａ１に基づいて、空気調和機１０の収集部１１Ｘが取得し
た第１機器情報を収集する。送信装置２０は、収集した第１機器情報を管理装置３０へ送
信する。また、送信装置２０は、第３送信条件Ｂ１に基づいて、取得処理部２３２が取得
した第３機器情報を取得する。送信装置２０は、取得した第３機器情報を管理装置３０へ
送信する。
【００６８】
　ステップＳ１４において、管理装置３０は、通信部３３を介して取得した各機器情報を
記憶部３１へ記憶する。
【００６９】
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　ステップＳ１５において、管理装置３０の異常処理部３４４は、機器情報記憶部３１Ｂ
へ記憶された各機器情報に基づいて、空気調和機１０または送信装置２０の異常を判断す
る。ここで空気調和機１０または送信装置２０に異常があると判断された場合、異常処理
部３４４は、異常情報を作成し、出力部３５から出力する。異常情報は、例えば、出力部
３５を介して保守端末４０へ出力される。
【００７０】
　ステップＳ１６において、管理装置３０の構成変更処理部３４２は機器情報記憶部３１
Ｂへ記憶された情報に基づいて、空気調和機１０の構成変更が行われたか否かの判断を行
う。ステップＳ１６において、空気調和機１０の構成変更が行われなかったと判断された
場合、ステップＳ１３へ戻る。言い換えると、第１期間が終了するまで、第１送信条件Ａ
１に基づいて第１機器情報の収集を繰り返す。
【００７１】
　一方、ステップＳ１６において、空気調和機１０の構成変更が行われたと判断された場
合、構成変更処理部３４２は、新たな管理点情報を管理点情報記憶部３１Ａへ記憶し、ス
テップＳ１２に戻る。言い換えると、構成変更処理部３４２は、管理装置３０に空気調和
機１０の送信条件として第１送信条件Ａ１を再度記憶させる。
【００７２】
　（３－２）第２期間における処理
　次に、第１期間終了後から第２期間における機器管理システム１００の処理の流れを説
明する。
【００７３】
　ステップＳ２１において、第１期間が終了すると、送信条件処理部３４３は、送信条件
記憶部３１Ｄに記憶された送信条件を更新する。具体的には、送信条件記憶部３１Ｄに記
憶された第１送信条件Ａ１を第２送信条件Ａ２に更新する。送信条件記憶部３１Ｄに記憶
された第３送信条件Ｂ１を第４送信条件Ｂ２に更新する。これによって第２期間が開始さ
れる。
【００７４】
　ステップＳ２２において、管理装置３０は、第２送信条件Ａ２及び第４送信条件Ｂ２に
基づいて第２機器情報と、第４機器情報とを取得する。具体的には、送信装置２０は、第
２送信条件Ａ２に基づいて、空気調和機１０の取得部が取得した第２機器情報を収集する
。送信装置２０は、収集した第２機器情報を管理装置３０へ送信する。また、送信装置２
０は、第４送信条件Ｂ２に基づいて、取得処理部が取得した第４機器情報を取得する。送
信装置２０は、取得した第４機器情報を管理装置３０へ送信する。
【００７５】
　ステップＳ２３において、管理装置３０は、通信部を介して取得した各機器情報を記憶
部３１へ記憶する。
【００７６】
　ステップＳ２４において、管理装置３０の異常処理部３４４は、機器情報記憶部３１Ｂ
へ記憶された各機器情報に基づいて、空気調和機１０または送信装置２０の異常を判断す
る。ここで空気調和機１０または送信装置２０に異常があると判断された場合、異常処理
部３４４は、異常情報を作成し、出力部から出力する。異常情報は、例えば、出力部３５
を介して保守端末４０へ出力される。
【００７７】
　ステップＳ２５において、管理装置３０の構成変更処理部３４２は機器情報記憶部３１
Ｂへ記憶された情報に基づいて、空気調和機１０の構成変更が行われたか否かの判断を行
う。ステップＳ２５において、空気調和機１０の構成変更が行われなかったと判断された
場合、ステップＳ２２へ戻る。言い換えると、第２送信条件Ａ２および第４送信条件Ｂ２
に基づいて第１機器情報の収集を繰り返す。
【００７８】
　一方、ステップＳ２５において、空気調和機１０の構成変更が行われたと判断された場
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合、ステップ２６において、構成変更処理部３４２は、新たな管理点情報を管理点情報記
憶部３１Ａへ記憶し、第１期間におけるステップＳ１２に戻る。言い換えると、構成変更
処理部３４２は、管理装置３０に空気調和機１０の送信条件として第１送信条件Ａ１を再
度記憶させる。
【００７９】
　（４）特徴
　（４－１）
　本実施形態の機器管理システム１００は、管理装置３０と、送信装置２０と、を備える
。管理装置３０は、機器情報を管理する。機器情報は、機器としての空気調和機１０の識
別情報と機器の運転データとを含む。機器情報は、空気調和機１０に関する情報である。
送信装置２０は、空気調和機１０から機器情報を収集する。送信装置２０は、管理装置３
０に機器情報を送信する。管理装置３０は、新規設置、あるいは、構成変更、の実施に基
づいて、送信装置２０が管理装置３０に機器情報を送信する条件を変える。
【００８０】
　本実施形態の機器管理システム１００において新規設置は、空気調和機１０または送信
装置２０の新規設置である。構成変更は、空気調和機１０または送信装置２０の追加、更
新、撤去、のいずれかである。
【００８１】
　新規設置、あるいは、構成変更、が実施されてから一定の期間は、管理装置３０または
送信装置２０の試運転において発見することができなかった初期不良等によって、異常が
発生しやすい。本実施形態に示す機器管理システム１００は、新規設置、あるいは、構成
変更、が実施されてから一定の期間は、管理装置３０または送信装置２０に詳細な機器情
報を要求する。詳細な機器情報は、機器情報に含まれる情報の項目が多い、あるいは、機
器情報を送信する頻度が多い。これによって、管理装置３０または送信装置２０に発生し
た異常を早期に発見することができる。また、異常が発生した場合であっても、詳細な機
器情報が管理装置３０に記憶されているため、異常の発生源等を特定することが容易であ
る。そのため、機器管理システム１００において効率的に空気調和機１０および送信装置
２０の管理を行う事ができる。
【００８２】
　（４－２）
　運転データは、少なくとも、部品の積算運転時間に関する情報を含む。管理装置３０は
、部品の積算運転時間に関する情報がリセットされた場合、構成変更が実施されたと判断
する。あるいは、管理装置３０は、空気調和機１０の管理点情報が変更された場合、構成
変更が実施されたと判断する。空気調和機１０の管理点情報は、機器情報に基づいて設定
される。管理装置は、新規設置または構成変更の実施に基づいて、機器情報を送信する条
件を変える。
【００８３】
　管理装置３０は、管理者等の手を煩わずに自動で構成変更が実施されたと判断すること
ができる。さらに、管理装置３０は、自動で機器情報を送信する条件を変えることができ
る。これによって、空気調和機１０を効率的に管理することが可能である。
【００８４】
　（４－３）
　管理装置３０は、少なくとも、条件として、機器情報に含まれる情報の項目、あるいは
、送信装置２０が管理装置３０に機器情報を送信する頻度、を変える。
【００８５】
　機器情報に含まれる情報の項目、または、機器情報を送信する頻度を変えることによっ
て、管理装置３０は、詳細な機器情報を取得することが可能である。
【００８６】
　（４－４）
　管理装置３０は、機器情報に基づいて、空気調和機１０の異常を監視する。
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【００８７】
　管理装置３０は、機器情報に含まれる運転データを取得することによって空気調和機１
０の異常を監視することができる。
【００８８】
　（５）変形例
　（５－１）
　本実施形態においては、管理装置３０において送信装置２０が管理装置３０に機器情報
を送信する条件を変えている。しかし、管理装置３０に機器情報を送信する条件は、送信
装置２０において変えられてもよい。送信装置２０は、機器情報を送信する条件を変更す
るための情報を記憶部２１に記憶していてもよい。送信装置２０は、機器情報を送信する
条件を変更するための処理部２３において行ってもよい。送信装置２０において変更され
た条件は、通信部２２を介して管理装置３０へ送信される。
【００８９】
　また、送信装置２０は、処理部２３において構成変更が実施されたと判断してもよい。
【００９０】
　（５－２）
　本実施形態においては、空気調和機１０ごと、又は、送信装置２０ごとに機器情報を取
得しているが、機器情報は、冷媒系統ごと、又は、部品１２Ａ～１２Ｃごとに取得しても
よい。機器情報を取得する条件は、機器ごと、送信装置ごと、機器を含む冷媒系統ごと、
又は、部品ごと、の条件であってもよい。また、機器情報を取得する条件は、機器ごと、
送信装置ごと、機器を含む冷媒系統ごと、又は、部品ごと、に変更されてもよい。
【００９１】
　（５－３）
　本実施形態において構成変更は、空気調和機１０または送信装置２０の追加、更新、撤
去、のいずれかであるが、構成の変更には、空気調和機１０に含まれる部品１２Ａ～１２
Ｃの交換が含まれていてもよい。
【００９２】
　（５－４）
　本実施形態の管理装置３０または送信装置２０は、条件として送信装置２０が管理装置
３０に機器情報を送信するための送信経路を変えてもよい。
【００９３】
　これによって、管理装置３０はより効率的な送信経路で機器情報を取得することができ
る。
【００９４】
　（５－５）
　本実施形態に示す送信装置２０は、空気調和機１０に含まれていてもよい。具体的には
、空気調和機１０は、送信装置２０が行う処理を実行する処理部、あるいは、送信装置２
０が行う処理を実行するためのプログラム等を含む。送信装置２０を含む空気調和機１０
は、新規設置、あるいは、構成変更、の実施に基づいて、送信装置２０を含む空気調和機
１０が管理装置３０に機器情報を送信する条件を変える。
【００９５】
　（６）
　以上、本開示の実施形態を説明したが、特許請求の範囲に記載された本開示の趣旨及び
範囲から逸脱することなく、形態や詳細の多様な変更が可能なことが理解されるであろう
。
【符号の説明】
【００９６】
１０ａ～１０ｆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機器
１２Ａａ～１２Ｃａ，１２Ａｂ～１２Ｃｂ，１２Ａｃ～１２Ｃｃ　部品
２０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　送信装置



(14) JP 2020-190877 A 2020.11.26

３０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管理装置
１００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機器管理システム
【先行技術文献】
【特許文献】
【００９７】
【特許文献１】特開２０１２－１９３８８５号公報

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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